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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月8日(2016.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る製品コンテナの側面図及び側面から見た要部構成を示
す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る製品コンテナの正面図及び正面から見た要部構成を示
す図である。
【図３】一実施形態に係る製品コンテナの平面図及び平面視した内部の要部構成を示す図
である。
【図４】一実施形態に係る製品コンテナの要部構成を示す斜視図である。
【図５】一実施形態に係る製品コンテナを滅菌装置に設置した状態を示す図である。
【図６】一実施形態に係る製品コンテナの作用を説明する図であり、（Ａ）は第１の姿勢
における外観図を、（Ｂ）は対象物が投入される状態を示す図である。
【図７】一実施形態に係る製品コンテナの作用を説明する図であり、（Ａ）は第２の姿勢
における外観図を、（Ｂ）は対象物が排出される状態を示す図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　以下、図１から図７を参照し、この発明の一実施形態について説明する。
　図１～図４は、本発明の一実施形態に係る製品コンテナの概略構成を示す図であり、符
号１は、製品コンテナを示している。
　また、図５は、本発明の一実施形態に係る製品コンテナを滅菌装置に設置した状態を示
す図であり、符号５０は滅菌装置を示している。この実施形態において、対象物Ｗは、例
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えば、シリンジのシール材やバイアル等の医薬品容器を密封するためのゴム栓等とされて
いる。
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